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情 報活用能力の 行動評 価に 関す る基礎研究

安達
一

寿粘 井日 磯夫隆 堀田 龍也 鏡 堀口 秀嗣
x4

　本研究で は ， 情報活用能力が学習者に身 に つ けば ， そ の 能力は 日常生活や学習場面で 行動と して表

出す ると い う仮説 を設定 し ，そ の 表出する行動や活動に つ い て の 考察す る こ とを目的 とする。

　まず，情報活用能力の 評価に 関する先行研究か ら ， そ の 考え方を整 理す る。次 に ，情報活用能力の

育成を学習目標 に 設定 した授業実践から，教授者が意図した行動や学習者 が行 っ た行動に つ い て の 分

析を行 う。望た ，短期大学生の 情報活用能力の 行動 に 関する ア ン ケ
ー

ト結果を分析 し，情報活用能力

の行動の 分類を行 う。研究か ら得 られる結果は ，情報活用能力を評価するため の視点に なる観 点項 目

を作成す る際の基礎資料 とな る可能性があ る 。
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p m
　情報教 育で 情報活用能力の 育成を進め て い く上 で ，

そ の教育内容 ・教育方法を検討す る こ とは言 うまで

もない が，それと同時に ，学習者が身に つ け た情報

活用能力 を何 らか の視点で 評価する必要が生 じる 。

　情報活用能力の とらえ方自体は様 f？ ts議論に分か

れ る と こ とで はあるが ，そ の 育成をマ ク ロ 的に捉 え

た場合と ミ ク ロ 的に 捉えた場合 ， 情報教育の 視点か

ら捉 えた場合 と教科学習 の 視点 か ら捉 えた場合 とで

は，評価の方法 も変わ っ て くる。また，学力評価 と

違 い 能力評価 と い う性質上 ， 従来 まで の 評価方法 が

必 ずしも適 当 で な い 部分 もある。

　本研究で は，情報活用能力が学習者 に身に つ けば ，

そ の 能力は El常生活 や学習場面 で行動として 表出す

る，とい う仮説を設定し ，その裘出する行動や活動

に つ い て の考察する こ とを 目的とす る 。

2USkty．！；gtitiWttgxgzszl立盪

　 まず，現在の 情報教育に関するい くつ か の先行研

究を概観 し ， その考 え方を整理 して みる 。

　情報化対応 の 教育を推進す る上で ，そ の 立場や目

的 の 違 い か らい くつ か の ア プ ロ ーチ があるが ， 木村
く 1） ＜ 2 ＞

は ， 現状で の 対比 を次 の よ うに整理 し て い る。

（1）教育実践分野か らは ， 児童生徒が意欲を持 っ て

　　情報機器 に取 り組む 「慣れ親 しむ」 か らの立場

（2）情報活用の 立場か らは ，
「情報創造」 の 立場か

　　らの 高次 の情報変換 を目指す思考力 ・情報活用

　　能力 ・論理力 ・直感力 を重視 し た教育

（3）プ ロ グラ ミン グ教育志向 （技術志向）

  情報科学分野か らは ， 「問題解決能力」 志向

　 また大学などで は ，情報科学を専門とする学部 ・

学科で の情報処理教育と文科系学部 e学科に おげる

情報処理 教育で の 自的の 違 い が論 じられて い るが ，

野 口 他
＜ 3 ＞

や梅沢他
く 4 ＞

は ，そ こで の 共通理解の 問題

やカ リキ ュ ラ ム の統合の 現状 に つ い て 指摘 して い る。

　一方，小 ・中学校で の 情報教育は ，文部省の 「情

報教育に関す る手引き」
＜ 5 ＞

に 定義 され て い る よ う

に ，情報活用能力 を育成 する教育 とする こ とがで き

る ． そ こ で の情報活用能力は 4 つ の 観点か ら成 っ て

い るが ，井口
〈 6 ＞

は こ の 4 つ の観点 の と らえ方を ，

コ ン ピ ュ
ー

タを意識 した もの ともっ と広 く解釈す る

こ ともで きるもの に 分類 し ，
こ こ に 多 くの 疑間や問

題が発生 する ， として い る。また ，小
・中学校で は ，

必ず しもコ ン ピ ュ
ータを使わな い で 情報教育を実践

す る こ ともあるが ，コ ン ピュ
ータ を使 うこ とに よ っ

て も っ と効果的に学習を深化させ る こ とが で きる と

して い る 。

3 ． の 　　に　　 る

　本研究で の 情報教育 の 評価 とは ，情報教育の 是非

や善 し悪し を議論する ため の 評価で はな い 。 学習者

に 情報活用能力 の 育成が ，そ の授業で な され たか ど

うか に 視点をお い て評価する こ とを研究 しよ うとす

るもの で ある。こ の 場合 ，情報教育を実践する授業

の評価 とそ の授業の 中で の学習者の 評価 の 2 つ の 視

点が存在する。ただ ， 学習者が望 ましい 情報活用能

＊1ADACHI ，Kazuhisa：十文字学園女子短 期大学　　＊21GUCHI，Isoo　 ：十文字学園女子短期大学

＊3HORITA，　Tatsuya：西東京科学大学　　　　　　＊4　HORIGUCHI，Hidetsugu：国立教育研究所

一 24 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　工nformatlon

力を習得で きる授業 は良い授業と評価で ぎる とすれ

ば ，
こ の 2 つ の視点 は連続す るも の として 考 える こ

とが で きる 。

　
一方新 しい 評価の観点で は ， 観点別学習状況 の評

価 とし て 学習者の活動を通 して 4 つ の 領域が 示 され

て い るが，情報教育 の 評価で も学習者の 活動を通 し

て ，4 つ の 領域の評価 を考 えて い く必要が ある。こ

れ は，情報活用能力の 観点 が単に 技能だけでな く ，

情意的領域や思考 ・判断 ・衰現 ・知識 ・理解などの

観点を内包す る と考 える か らであ る。

　 こ こで ， 学習者に視座をお い た情報教育の評価 に

つ い て考 えて み る。 先 に も述べ た ように ， 情報教育

は情報活 用能力 を育成す る教育 ととらえた時 ， こ れ

は情報活用能力が学習者に い か に育成されたか ，身

に つ い たか ， ある い はその過程を評価するこ とにな

る 。
こ れ に は ， 情報活用能力を身に つ けた学習者が ，

その 結果や過程 の 中で起 こ りうる活動や行動を分析

するこ とと，同時 に 情報活用能力が身に つ け られ た

時に 発揮 され る望ま しい 行 動評価の 基 準を設げ る こ

とが必要 に な っ て くる。 そ こ で 本研究で は ， 情報活

用能力が学習者 に身に つ けば ， そ の 能力は日常生 活

や学習場面で行動と して表出する，とい う仮説 を設

定 し，そ の表出す る行 動や活動につ い て の 基準 を検

討 して い く。 こ こ で ，情報活用能力が発揮され ると

き学習者が と るで あ ろ う行 動の こ とを情報活用行動

と呼ぶ こ とに する 。

m a
　情報活用行動 の 評 価観点を検討す る前 に ， 情報活

用能力の 構造に つ い て本研究で の とらえ方を述べ る。

安達他
《 7 ＞

は ，先行研究 とい くつ か の 実践結果か ら

情報活用能力 を支える要素 として ，情報理解力，情

報選択力。情報判断力 ，情報収集力 ， 情報処理力 ，

情報生成力 ， 情報伝達力の 7 つ を提示 して い る。こ

の 情報活用能力 を支 える要素 の 分類に よ り， 情報活

用能力の 目標の体系化を図る こ とが で きる。行動評

価の視点か ら情報活用能力を見たときに も，能力を

支え る要素が細分化 され具体化 されて い るほ ど ， 評

価観点を持ちやすくな る。 本研究で は ， 情報活用能

力を先に あげ た 7 つ の要素か らな る構造 ととらえ，

研究を進め て い くこ とにする。

一 一

　先の議論か ら学習者の 情報活用能力は ，その情報

活用行動に よっ て評価するこ とが で きる。学習者 の

行動を評価す るこ とは ，実験や実習を伴 う教科で は

従来 か ら行われて きた もの で ， メ イ ジ ャ
ーの 理論 の

ように教授 目標 を行動 目標の 形式で 記述す るこ とも

1 つ の 方法 で あ る 。 しか しそ こ で の行動 目標は ， 教

師の 学習者に 対する働 きかけが終わ っ た ときに ，教

師が学習者に証明で きる ように な っ て も らい た い行

動で あ っ て ，学習者が外面に 向けて実際 に 示す行動

に つ い て は評価で きるが ， 反面教師側の教授意図が

重視 され ， 学習者の 個性的な行動や内面 で 発生す る

情報活用能力は評価が困難 に なる可能性がある。

　東京学 芸大学附属 大泉小学校
く B ＞

で は ， 教授学習

過程に お い て児童 の 擠報処理能力 の 形成 を評価す る

観点 と評価法 として ， 次 の もの をあげて い る 。

［評価の 観点］

（1）教授学習過程に お い て ， 児童の 情報処理行動が

　　十分 にお こなわれて い るか

（2）児童 の情報処理行 動は ， 能動的であ り， 主体的

　　な もの と して 行動化されて い るか

（3）児童が 処理 し ， 創造 して い く情報は質的 に 価値

　　の高 い もの で あるか

［評価法］

（D教授学習過程に おけ る教師 と児童の 情報処理行

　　動の相関分析に よる評価法

（2）教授学習過程 に よる単位行動 目標 の 通過状況 に

　　よる評価法

（3）事前事後テ ス トに よ る情報処理 行動の変容によ

　　る評価法

　こ れ らの 評価法 は ，
い ずれ も教授学習過程 を観察

し，児童の能力形成 を評価す るため の も の で ある 。

同時 に
， 単位行動目慓を設定 し児童 の 能力形 成の プ

ロ セ ス も評価観点 に 加 え て い る。 また古藤他
く9 ＞

は，

情報活用 の能力の 評 価 として ，次 の ような評価観点

と評価法 をあげ て い る。

（1）情報活用 が情意 に結び つ い て い るか

　　 （個人内評価 ， 自己評価）

（2）学習の ため に 必 要な情報 の 収集や統合で ぎるか

　　 （個人 内評価 ， 自己評価 ， 相互 評価）
’
3）適切な情報メ デ ィ ア の 活用が で きるか

　　 （到達度評価 ， 自巴評価 ， 相互評価）

　こ の 評価法で は，自己評価の機会 を積極的に 設け，

自已 の 到達 目標 に どれ だげ近づ い た か ， 課題に 対 し
t
どれだ け意欲的に 取 り組んだかな ど，自分の 学習

状況 をモ ニ ターす る契機を与 え ， メ タ認知に よる主
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体的学習態度 の 形成 の 援助 を図ろ うと して い る 。

　一方堀田他
く 1° 〉

は ， 情報活用能力を学習者を中心

として考 えた とき ， 学習者か ら外界を見たとき の  

情報の 入力 （収集や選択） ，   情報の処理 （整理や

蓄積），  情報の 出力 （生成や伝達）とい う 3 つ の

フ ェ
ーズ が あ るとして い る 。

こ の 3 つ の フ ェ
ーズ は ，

学習者に と っ て独立 して 存在す るもの で はな く，例

えば ど の よ うな情報を入力 す べ きか の 判断は ，そ の

情報を処理 して 出力する こ とを前提 に し て 行われ る

とすれば ，こ こで の 情報活用能力は学習者 の 内面で

発揮されて い るこ とに な る。

　以上の 論点 を整理 すると，次に あげる観点で情報

活用行動の評価がで きるかど うか の 可能性を追求 し

て い く必要が 生 じる。

〔評 価の 視点の 置 ぎ方］

1）評価対象 とな る学習者 自身に よ る自己評 価 ・

　個人内評 価

2）教授者あ る い は他 の 学習者 に よ る評価対象 と

　な る学習者の観察

ア ン ケー トの 分析結果か ら ， 評価 の 視点 に 適合する

情報活用行動の分類 を行 う。また，知識 ・理解や表

現 ・技能面は い くつ か の 先行研究が報告され て い る

の で ， これを参考に しなが ら情報活用能力の 7 つ の

要素に適合させ る方法 を考案 して い く必要がある 。

研究か ら得 られる結果は ， 情報活用能力を評価す る

ため の 視点に な る観点項 目を作成す る際の 基礎資料

となる可 能性が ある 。

8 ． に み る　 　
’
　

X’一
　の

（1）で は ， 学習者内部に発生す る情報活用行動に つ

い て の評価 と他者 との関わ りに お け る情報活用行動

を学習者本人 の 観点か ら評価する こ とに な る 。　 （2＞

では ，評価対象 とな る学習者を外部か ら見た とき の

情報活用行動 を観 察す る こ とによ っ て ，情報活用能

力の 育成 が 図 られ た か を評 無す る。

　次 にこ の 2 つ の視点に したが っ て ，先に あげた情

報活用能力の 7 つ の要素それぞれに対する観点項 目

を作成する 。 作成に あた っ て は ， それぞれ の視点か

ら ， 日常生活や授業場面な どで表出する情報活用行

動を洗い 出し，教授過程 に お い て の 目標 と照 らし合

わせ て そ の整合性 を図るこ ととす る 。 観点項 目の 視

点と して は 7 つ の要素それぞれ に 対 して ， 新 しい 学

力観 の考 え方を取 り入 れ て い く。 た だ し ，技能面 に

関して は ，単 に コ ン ピ ュ
ー

タなどの 操作技能だけ で

な く， 幅広 く情報 を扱える技能に つ い て の 取 り扱 い

も必要で ある 。

　評 価基 準 の作成 に は ， 情報活用能力の 育成 を学習

目標 に 設定 した授業実践か ら ， 教授者が意図 した行

動や学習者が行 っ た行動に つ い て の 分析を行 うこ と

が必要で ある 。 こ れ に は ， こ れ まで の 実践 の 中で の

情報活用行動の分析や情報活用能力の行動に関す る

　 こ こ で は ，情報活用能力の育成を学習 目標 に 設定

した授業実践か ら ， 教授者が意図 した行動や学習者

が 行 っ た行勤 に つ い て の分析 を行 う。分析に あ た っ

て は ，ES ／ C研 究会
く 11 ）

で お こ なわ れた実践を参

考に する。こ の 実践で は ，情報活用能力の発達段階

表を開発 し ， 情報活用能力を支 える要素の構造 を明

らか に して か ら ， 各教科毎 に 学習活動表を開発 して

い る。学習活動表で は，発達段階表に 示 され た目標

を基 に ，実際の授業場面で の学習者の学習活動が整

理 された形で 示 されて い が，そ こ に はそれぞれ の 教

科 の 特性が 反 映 さ れ た 行動 目標が 示 され て い る。こ

の行動目標の 共通性や学習行動 の特性を整理するこ

と に よ り， 情報活動行動の評価観点項 目が洗 い 出せ

る可能性が あ る。

　そ こ で の 情報活 用行動 の 特徴 をあげ て み る と ， 情

報理解で は ，聞く ， 読み とるとい っ た活勤か ら ， 発

達段階が 進む に つ れ ，差異や類似点や相 違点 の 認 識

がで きる ， とい っ た行動に推移が 見 られ る。また，

自分 に 理解で きる形 に情報を再構成 して とらえよ う

とす るこ とか ら ， 情報処理能力 との 関連も重要で あ

る。情報選択で は ，与えられ た情報の 中か ら選択す

る活動か ら，学習者をとりまく日常生活すべ て の事

象を対象するよ うに ，情報の空間的な広が りが見 ら

れ る 。 また ， 選択の ため の判断基準が必要 とな り，

選択 の 過程 も評価 の 対象 とな っ て い る。清報判断で

は ， 自分 の 考 えや立場 との整合性を検討す る とこ ろ

か ら ， よ り客観的な判断基準 との 比較へ と移行す る。

また ， 判断の よ り所 とな る論理や情報に つ い て の知

識や方法 に意識の 違い が見 られ る 。 情報収集で は ，

まずどこ に 行 けば情報 が収集で きるか とい っ た知識

か ら ， そ の後の 処理 の見通 しを立て な が ら主体的に

情報 を収集す るとい っ た能力 が必要 とされ て い る 。

また ，
メ デ ィ ア との 関わり方 に よっ て そ の 方法に違

い が見られ る 。 情報処理 で は ，そ の 手順や構成 を組
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み立て る能力とデータ処理の 能力をつ ける必要性が

生 じる。これらは ，自分に とっ て有益な形に素材 を

変換する能力 と同 じもの とと らえる こ とがで きる。

情報生成で は ， 収集 ・加工 された情報 を素材 とし ，

新 たな情報 を生み出す活動に なる 。 その ため学習者

内部で 情報を整理し まとめ て い く能力の 結果が ， 実

際の 活動に反映され ると考え られる 。 情報伝達で は ，

表現力 の 豊か さ と発表 の 経験や発表手段 の 習熟度が

求め られ る 。 また 、 積極的に 情報を伝 えようとする

態度 も重要で ある 。

　 こ れらの実践で は ， 特定 の 能力を積極的に育成す

るよ うに配慮 したもの や ， 流れを重視 しまん べ んな

く能力育成を図 っ た もの な ど ， そ の 目的 に よ っ て 様

a な形態が ある 。 情報活用行動の 評価観点も こ の 目

的の違 い を考慮して 検討する必要が あ る。

7． の
一’“’

に 　 るア ン ケートの

　こ こでは ， 短期大学生 （91名）の 情報活用能力の

行動に 関す る ア ン ケ
ー

ト結果 を分析 し ， 情報活用行

動の分類 を行 う。 ア ン ケー トは ， 7 つ に 情報活用能

力 を分け て 考 え た とき に ，演習や日常生活 の 中で 具

体的な行動や活動として ， それが発揮 される場面 を

想起 させ ，自由記述形式で 回答させ た 。

　分類の結果 ， 日常生活 の 中で様 窟 な場面 で 情報活

用行動がお こなわれて い るこ とがわ か っ た。特 に ，

メ デ ィ ア との 関わ りの 中で ，情報 を意識 して い る学

生が多 く ， 身近な問題 に対 して の 関心が 高い こ とが

傾向 として あ る 。 身の 回 りの題材 を通 して能力育成

を図ると共に ，自己評価 に あた っ ては ，情報活用能

力の 必要性 を認識で きる こ とが重要 で あ ると考 え ら

れ る 。

8 ，まとめ と

　本研究で は ，情報活用能力が身に つ げば ，そ の 能

力は 日常生活や学習場面で行動 として 表出す る とい

う仮説を設定 し，そ の表出する行動や活動に つ い て

の考察 をお こ な っ た 。 そ の 結果 ， 情報活用能力の 育

成を学習 目標に設定 した授業実践 を分析するこ とに

より，惰報活用能力を評価するた め の 視点に な る観

点項 目を洗い 出せ る可能性が あるこ とが わか っ た 。

　情報活用能力 の 評価観点を明確に するため に は ，

対象 とな る学習者を観察 し ， そ の行動を分析する必

要が ある。こ の 際，学習者自身に よる 自已評価 ・個

人内評価 と教授者あるい は他 の 学習者 に よる評価対

象 とな る学習者の観察を評価観点の 中に反映する必

要が ある。また，関心
・意欲 ・態度 とい っ た情意的

な面や思考 ・判断とい っ た行動を伴 わな い 部分の 評

価 ， メ デ ィ ア との関わ りと情報活用行動 の 間の 関係

などを考 えて い く必要が ある。
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